平成22年度　社会福祉法人ラポール事業活動報告
一、活動日誌

	4/1
	木
	入所式、会計監査
	ＮＴさん就労

	4/5
	月
	
	ＴＳさん実習～4/9

	4/8
	木
	
	ＲＡさん就労

	4/10
	土
	保護者会役員会
	ＭＮさんＧＨ体験利用～4/18

	4/13
	火
	
	ＴＳさんマルシェ移行支援利用開始、工賃査定会議

	4/14
	水
	県四ツ谷課長訪問

	ＭＮさんマルシェＢ型利用開始、利用者健診結果受領、閲覧文書ファイル掲示

	4/15
	木
	業務監査（川野監事）
	

	4/17
	土
	クラブ活動
	

	4/18
	日
	ダウン症連絡会総会・パン・パウンドケーキ販売
	

	4/19
	月
	
	マルシェ・ＧＨ見学（4人）

	4/20
	火
	キャリアパスセミナー、GH避難訓練
	

	4/21
	水
	保護者会監査
	

	4/22
	木
	県知障協施設長会、県授産協施設長会
	

	4/23
	金
	マルシェ避難訓練、県主査見学来訪
	附属支援・高２マルシェ見学来訪、

	4/26
	月
	福祉サービス相談、県障害福祉課･財政課見学来訪8人
	職員会議（ＴＴさんの処遇）

	4/27
	火
	保護者役員･職員協議
	こども女性相談支援センター次長・ＴＴさんの件相談、県課長補佐･主任・ＴＴさんの件相談
市障害福祉課長･生活保護課・ＴＴさんの件相談、コーラスＴＴさんショートステイ相談

	4/30
	金
	プロレス見学、高等技術専門校来訪
	

	5/1
	土
	市育成会新旧役員歓送迎会
	ＭＮさんケアホーム利用開始

	5/6
	木
	
	天心堂職員互助会パン納品、福祉介護人材処遇改善実績報告書提出、工賃報告書提出

	5/7
	金
	業務監査（川野監事）
	

	5/8
	土
	県育成会総会・制度説明会

会計監査（村松監事）
	年度決算完了

	5/9
	日
	市育成会総会
	

	5/13
	木
	業務監査（川野監事）
	

	5/14
	金
	社会福祉施設経営協議会総会
	工賃査定会議、（株）そうりん20万寄附申込

	5/15
	土
	年度監査、クラブ活動
	

	5/17
	月
	GH避難訓練
	

	5/18
	火
	市知障協施設長会
	

	5/19
	水
	川野監事･監査意見書
	市障害福祉課長補佐スプリンクラー補助金交付申請書提出、県障害福祉課・パン販売要領確認

	5/20
	木
	県知障協職員宿泊研修会～21日
	

	5/22
	土
	理事会・評議員会、市知障協職員研修交流会
	

	5/24
	月
	福祉サービス相談、長期休暇生活サポート事業説明会
	資産総額変更登記

	5/27
	木
	深見憲さん講演研修会
	

	5/28
	金
	マルシェ避難訓練、職員研修会、職員会議
	県共同募金会協議

	5/29
	土
	保護者会総会･保護者会との連絡会
	

	6/2
	水
	中央競馬会寄附金説明会
	市社会福祉法人現況報告書提出

	6/4
	金
	ＧＨ共同避難訓練
	

	6/5
	土
	保護者会・職員懇親会
	

	6/7
	月
	市障害者自立支援協議会就労支援部会
	竹田支援学校･高２実習-6/18

	6/8
	火
	防火管理者資格講習参加
	

	6/9
	水
	
	共同募金会寄付申請書提出

	6/10
	木
	
	施設外就労支援補助金実績報告書提出

	6/11
	金
	サンシャインワークス理事長･施設長来訪、市商工労政課嘱託職員申請書推薦状提出
	

	6/12
	土
	夏祭り実行委員会
	

	6/14
	月
	
	工賃査定会議

	6/15
	火
	GH避難訓練
	障害児長期休暇生活サポート事業計画書提出

	6/17
	木
	スプリンクラー入札説明会14:00
	就業規則改定届（労基署）、ＲＴさんＧＨ見学

	6/21
	月
	業務監査（川野監事）
	

	6/22
	火
	救急救命訓練、ＧＣ生協集会パン販売
	

	6/23
	水
	
	おおいた交流プラザ・県商工会議所青年部連合会ニュービジネス事業部長と中央町店舗販売協議

	6/25
	金
	マルシェ防災訓練、職員会議、職員研修会（防災･震災･交通安全）
	児童養護施設森の木パン販売開始



	6/26
	土
	陶芸制作活動
	

	6/27
	日
	
	大分市嘱託職員第一次試験参加

	6/28
	月
	福祉サービス相談、避難訓練
	

	6/29
	火
	会計監査（村松監事）
	

	7/1
	木
	
	ＲＴさんマルシェ・ＧＨ利用開始

	7/2
	金
	賞味期限講習会
	

	7/3
	土
	
	天心堂職員健診

	7/8
	木
	
	大分市嘱託職員第一次試験ＹＩさん合格

	7/12
	月
	
	沖縄総体クッキー製造～7/14

	7/14
	水
	大分市嘱託職員第二次試験

工賃向上プロジェクトチーム
	

	7/16
	金
	
	夏季賞与支給

	7/17
	土
	夏祭り実行委員会
	

	7/20
	火
	GH防災訓練
	

	7/21
	水
	新生支援中３実習～23
	

	7/22
	木
	ＧＨ火災自動通報装置工事
	ＹＩさん市職員合格通知（保護者会継続確認）・

	7/23
	金
	マルシェ地震避難防災訓練
	旦野原保育園誕生祝いバンズ納品

	7/24
	土
	クラブ活動（田尻は映画鑑賞）
	

	7/26
	月
	福祉サービス相談、ボランティア参加
	

	7/27
	火
	ボランティア参加２名～28日
	利用希望者マルシェ見学来訪

	7/28
	水
	社会福祉法人新会計基準セミナー
	

	7/29
	木
	ボランティア参加
	利用希望者マルシェ見学来訪

	7/30
	金
	職員会議、、職員研修会、会計監査（村松監事）、業務監査（川野監事）
	

	8/1
	日
	県育成会大会
	

	8/2
	月
	長期休暇生活サポート事業開始
	ＹＩさん商工労政課勤務開始

	8/3
	火
	消防署立入検査（ＧＨ警報装置）
	

	8/5
	木
	ボランティア参加
	

	8/6
	金
	あおぞらフェスタ2010実行委員会
	

	8/7
	土
	夏祭り実行委員会
	

	8/9
	月
	ボランティア参加
	別府支援学校3人実習、由布支援学校３人見学

	8/10
	火
	ボランティア参加
	新生支援学校見学来訪、

	8/11
	水
	ボランティア参加
	

	8/12
	木
	
	夏祭り民生委員さん案内

	8/16
	月
	ボランティア参加、業務監査（川野監事）
	

	8/17
	火
	ボランティア参加、福祉・介護人材の処遇改善のためのトップセミナー
	GH防災訓練、臼杵支援学校見学来訪


	8/18
	水
	ボランティア参加
	

	8/19
	木
	浄化槽法定検査
	

	8/21
	土
	クラブ活動（夏祭り）
	

	8/22
	日
	ハーモニーの森夏祭り出店
	

	8/23
	月
	福祉サービス相談
	

	8/24
	火
	相談支援従事者初任者研修会参加
	保健所給食栄養管理協議

	8/25
	水
	大分市障害児（者）交流会･別府ラクテンチ、就業支援基礎研修、相談支援従事者初任者研修会
	

	8/26
	木
	会計監査（村松監事）
	三重農高３見学来訪

	8/27
	金
	マルシェ防災訓練、職員研修会、職員会議、工賃向上プロジェクトチーム会議
	

	8/28
	土
	理事会・評議員会
	

	8/29
	日
	福祉施設職員・学校教職員合同研修会
	

	8/30
	月
	
	就業規則改定･３６条協定労基署届出

	8/31
	火
	就業支援基礎研修
	

	9/1
	水
	
	労基署ＧＨ宿直許可申請実地調査

	9/6
	月
	県庁職場実習申込み、ＧＨレジオネラ菌検査
	県実地指導監査書類提出

	9/7
	火
	看護学校実習見学来訪80人 
	

	9/8
	水
	就業支援基礎研修参加
	利用希望者見学来訪、戸次中２年職場体験

	9/10
	金
	あおぞらフェスタ2010第二回実行委員会
	害虫防除マルシェ・ＧＨ

	9/14
	火
	県監査指導室実地指導

川野監事立会い
	キャリアパス要件等届出書郵送･県障害福祉課

県庁職場実習申込書郵送（本多さん、近藤さん）

	9/15
	水
	田尻改装工事着工
	工賃査定会議、Ｈさんマルシェ実習開始

	9/21
	火
	GH防災訓練
	

	9/24
	金
	職員研修会･職員会議
	

	9/25
	土
	クラブ活動
	育成会ボウリング大会

	9/27
	月
	福祉サービス相談、会計監査（村松監事）、消防設備点検
	長期休暇生活サポート事業実績報告書提出

	9/28
	火
	障害者就職面接会参加、県精神障害者職場実習試験
	

	9/29
	水
	市知障協施設長会
	わくわく館クッキー納品開始

	9/30
	木
	工賃向上プロジェクトチーム会議

ボランティア参加
	

	10/1
	金
	
	園芸市場パン納品開始

	10/2
	土
	大分県障害児･者秋の交歓会ふれあい広場
	

	10/5
	火
	県知的障害者実習試験
	スプリンクラー整備費補助金交付決定通知

	10/8
	金
	おでかけ相談会・大南公民館、あおぞらフェスタ実行委員会
	職員採用面接

	10/9
	土
	夏祭り反省会
	

	10/12
	火
	県知障協施設長会
	

	10/16
	土
	クラブ活動
	

	10/18
	月
	
	工賃査定会議

	10/19
	火
	GH防災訓練
	防虫駆除

	10/20
	水
	業務監査（川野監事）
	利用希望者見学来訪


	10/22
	金
	マルシェ防災訓練

青空フェスタ・七瀬川自然公園
	キッズアカデミー出店、水質検査



	10/24
	日
	
	天心堂介護フェスタ出店

	10/25
	月
	福祉サービス相談、理事会・評議員会、市自立支援協議会就労支援部会
	利用希望者見学来訪

	10/26
	火
	ゆめいろマーケット（福祉施設製品共同販売会・別府ゆめタウン）出店
	ＨＨさん障害者職業センター就労能力評価



	10/27
	水
	県監査指導室報告訪問
	

	10/28
	木
	感染症予防基礎研修会、パン・マルシェ内覧会
	スプリンクラー指名競争入札業者通知郵送



	10/30
	土
	
	パン・マルシェ開店折込チラシ

	10/31
	日
	パン・マルシェ田尻開店
	

	11/1
	月
	
	職員給与改定

	11/4
	木
	県社協業務改善基本研修会
	

	11/5
	金
	インフルエンザワクチン接種
	

	11/6
	土
	新生支援学校たまざわ祭出店
	

	11/7
	日
	健康フェスティバルinたまざわ出店
	

	11/8
	月
	
	ＨＨさんダイソー大在店勤務

	11/9
	火
	労働局ヒヤリング調査
	

	11/10
	水
	工賃向上アドバイザー協議
	

	11/12
	金
	スプリンクラー工事現場説明会
	

	11/13
	土
	保護者会・保護者会との連絡会・保護者会学習会（講師理事長）
	

	11/16
	火
	GH防災訓練、大分市社会福祉大会
	害虫駆除

	11/20
	土
	クラブ活動
	

	11/22
	月
	県経営協議会大分ブロック会議
	

	11/25
	木
	スプリンクラー工事入札・マルシェ食堂ホール
	ときめき作品展搬入

	11/26
	金
	マルシェ防災訓練、職員研修会・職員会議、ときめき作品展～30日
	

	11/27
	土
	会計監査（村松監事）、志村祭り出店
	

	11/29
	月
	福祉サービス相談・委員会
	

	12/3
	金
	
	改正障害者自立支援法制定

	12/4
	土
	育成会忘年会
	

	12/5
	日
	大分県障がい者週間福祉大会大分大会芸術会館文化ホール（ＡＳさん書道の部ときめき大賞表彰）
	

	12/8
	水
	
	ＧＨスプリンクラー工事着工

	12/10
	金
	
	ＡＴさんマルシェ利用開始

	12/11
	土
	本人活動セミナー実行委員会
	

	12/13
	月
	
	県監査指導室実地指導結果通知

	12/14
	火
	県監査指導室実地指導結果通知回答書提出
	

	12/15
	水
	市・県課長現況報告書提出
	

	12/16
	木
	大分市指導監査
	

	12/18
	土
	クラブ活動（餅つき大会）、職員忘年会
	

	12/20
	月
	福祉サービス相談、ＧＨ金銭管理監査（川野監事）
	

	12/21
	火
	GH防災訓練
	明野ｱｸﾛｽ共同販売会県協議

	12/22
	水
	職員研修会、職員会議
	賞与支給、利用者見学来訪

	12/24
	金
	マルシェ防災訓練
	歳末助け合い募金見舞金交付式

	12/27
	月
	会計監査（村松監事）
	

	12/28
	火
	大掃除
	

	12/29
	水
	～1/3休み
	

	1/4
	火
	
	大分市指導監査結果通知着

	1/5
	水
	
	柳井ジョブコーチ中村さん支援無理連絡0977-25-9035

ＳＴさん・あいわ農園就労確定

	1/10
	月
	育成会成人祝賀会・コンパルホール
	

	1/11
	火
	サービス管理者研修会参加
	

	1/13
	木
	市営住宅見学会
	

	1/14
	金
	サービス管理者研修会参加
	市障害福祉課見学来訪

	1/15
	土
	サービス管理者研修会参加
	

	1/17
	月
	
	タイガーマスクより寄付金14,083円

	1/18
	火
	GH防災訓練、サービス管理者研修会参加
	利用希望者見学来訪、防虫駆除



	1/19
	水
	サービス管理者研修会参加
	寒田校区民生委員会長・地区担当民生委員訪問挨拶

	1/21
	金
	
	県税事務所運行記録調査連絡

	1/23
	日
	大分県障がい者歯科保健シンポジウム
	

	1/24
	月
	福祉サービス相談
	

	1/26
	水
	市知障協施設長会議
	保護者会役員会

	1/27
	木
	会計監査（村松監事）、工賃向上プロジェクトチーム
	Ｍさん実習

	1/28
	金
	マルシェ防災訓練、ＧＨスプリンクラー消防検査・施主検査
	職員会議



	1/29
	土
	本人活動セミナー実行委員会
	

	1/30
	日
	
	マルシェ・ワックス清掃

	2/1
	火
	県税事務所運行記録実態調査
	

	2/2
	水
	
	ＡＴさん就労・トキハインダストリー

	2/3
	木
	市・障害福祉課課長連座制協議
	市・スプリンクラー事業完了届・竣工検査依頼書提出、Ｍさん実習

	2/4
	金
	県授産協職員研修会
	

	2/5
	土
	県知障協職員研修会
	

	2/8
	火
	スプリンクラー工事行政竣工検査
	

	2/9
	水
	県社協財務管理研修会
	

	2/10
	木
	県課長輔佐連座制問題協議、市課長連座制問題協議
	パン・マルシェ田尻職場会議、Ｍさん実習


	2/11
	金
	ＧＨ職員会議
	

	2/13
	日
	クラブ活動・音楽会グランシアタ
	

	2/14
	月
	
	ＧＨ乾燥機搬入


	2/15
	火
	GH防災訓練、さくら親児会見学来訪
	

	2/17
	木
	
	害虫駆除・、Ｈワックス、浄化槽点検、Ｍさん実習・保護者協議

	2/18
	金
	理事会・評議員会

障害者就職説明会・別府ビーコン参加
	

	2/20
	日
	市嘱託職員第一次試験
	

	2/21
	月
	市主催社会福祉法人施設長研修会
	ＧＨ職員会議

	2/23
	水
	厚労省訪問・企画課課長輔佐・老健局総務課課長補佐
	

	2/25
	金
	マルシェ防災訓練、職員研修会
	評価会議

	2/28
	月
	福祉サービス相談、会計監査（村松監事）
	

	3/1
	火
	ＧＨ消防検査、県重度訪問介護廃止届出
	市課長厚労省報告、県課長輔佐厚労省報告

	3/3
	木
	
	就業規則変更届出（労働基準監督署・育児介護休業規程）

	3/5
	土
	本人活動セミナー実行委員会、県知的障害者施設協議会ボウリング大会
	

	3/7
	月
	就労支援部会企業視察、福祉サービス相談委員会
	ＹＴさんマルシェ利用開始



	3/9
	水
	障害者自立支援法施設系事業者説明会　
	

	3/11
	金
	福祉サービス相談委員会
	東北大地震発生

	3/12
	土
	マルシェ保護者会・連絡会
	

	3/15
	火
	GH防災訓練
	

	3/16
	水
	
	害虫駆除

	3/17
	木
	
	健診問診

	3/18
	金
	
	消防設備点検

	3/19
	土
	理事会・評議員会
	

	3/20
	日
	県知障協授産協合同セミナー
	

	3/22
	火
	かぼちゃのくに14人見学来訪
	

	3/23
	水
	深見さん紙芝居
	

	3/24
	木
	さつき園・小島見学来訪10人、マルシェ職員会議
	

	3/25
	金
	マルシェ防災訓練、職員研修会
	職員会議

	3/26
	土
	育成会本人活動セミナー、会計監査（村松監事）
	排水溝掃除

	3/28
	月
	福祉サービス相談
	

	3/29
	火
	
	福祉介護職員処遇改善交付金一時金支給


二、平成22年度事業計画に対する評価
	22年度事業計画
	評価

	法人の基本計画
（１）基本理念

　１）利用者一人ひとりが夢と希望をもって明るく元気に生活することができるように利用者本人中心の個別支援計画に基づき支援の質を高めます。

　２）法令を遵守し、利用者の人権を尊重して規範となる障害福祉サービスを提供します。

　３）職員のモラル・意欲・能力を高め、研修・交流・学習を充実します。

（２）法令遵守と利用者の人権尊重

　１）法令遵守規程に基づき法令遵守と利用者の人権尊重を会議・研修会を通して周知徹底します。

　２）公益通報規程により法令遵守と組織運営の透明化を推進します。

　３）理事による監督・管理・指導を高めるとともに、職員による内部自主監査を定期的に実施します。

　４）会計の専門家による会計監査監事と、福祉事業業務の専門家による業務監査監事の体制に基づき会計・業務の監査機能を高めます。

　５）福祉サービス相談委員会による利用者の苦情・意見の把握・相談を充実します。

　６）個人情報の保護を徹底します。

７）事務管理課職員を複数配置し請求根拠記録の二重点検、会計の内部牽制をはかり会計責任者の点検を行い会計・請求管理を強化します。

（３）実施する事業の種類・定員・事業所の名称

　　　以下の障害福祉サービス事業を実施します。

　　　１、就労継続支援Ｂ型事業：定員30人及び就労移行支援事業：定員10人（多機能型）…マルシェ

　　　２、共同生活援助事業：定員7人及び共同生活介護事業：定員7人（一体型共同生活介護等事業）…グランディール寒田Ⅰ・Ⅱ

　　　３、障害児等タイムケア事業：定員10人…フレンドぱずる

　　　４、障害児長期休暇生活サポート事業：定員5人

（４）パン・焼き菓子販売店舗の開設

　　　7月に就労継続支援Ｂ型事業マルシェの田尻出張所をパン・焼き菓子販売の店舗として整備し販売拡大・工賃向上をはかります。

1、 住所　　　大分市大字田尻239-1　パル秋篠101・102（賃貸・110㎡）

2、 名称　　　パン・マルシェ田尻店(仮称)

3、 作業品目　パン・焼き菓子等の製造販売

4、 利用者　　7～8人規模

5、 職員　　　常勤職員1人・パート職員2人

（５）利用者支援の質の向上

　１）利用者のフェイスシートを作成して特性に応じた支援をはかるとともに、利用者の個人情報保護を徹底します。

　２）利用者本人中心の個別支援計画を半期毎に作成し、就労・居住・移動・余暇など総合的な支援を行います。

　３）毎日の職員会議・パート会議で事例検討を行うとともに利用者全員の毎日のケース記録を作成し、サービス管理責任者・施設長が点検して全職員で共有します。

　４）利用者の障がい特性、法令、人権尊重に関する学習会を月例で実施します

　５）関係団体の会議・研修会、他施設との経験交流や研修派遣を行い広い視野で力量の向上をはかります。

　６）社会福祉士等の専門資格の取得を奨励・支援し専門性の向上をはかります。

　７）障害基礎年金、生活保護、成年後見制度等の制度活用に関する支援を行います。

（６）業務・職場運営及び危機管理能力の向上

　１）施設長会議を月例で開催し、正副施設長・サービス管理責任者・主任・事務管理責任者で法人の事業を組織的に統括・運営します。

　２）職員全体会議、交流会を開催し横断的で風通しのよい職場をつくります。

　３）予見しうる事故・危険性に対処する方法を定め利用者の安全を守ります。

　４）就業規則・給与規程をさらに整備し人事考課制度の見直しを行い適正な職場運営を進めます。

　５）福祉・介護職員処遇改善交付金等を活用し職員待遇・福利厚生の改善とキャリアパスの策定により志気の向上をはかります。

　６）リスクマネジメント・法令トラブル対策・交通安全の研修会を実施します。

　７）防災・避難・救急救命訓練を充実します。　　　

　８）インフルエンザ、ノロウィルス、Ｏ－157等の集団感染防止に努め、緊急時対応（代替給食の確保、小数職員による運営シフト等）を予め策定します。　

　９）食品生産における衛生管理、品質管理、日付管理、厨房・機器の清掃、虫害対策、換気対策を強化します。

　10）利用者の服薬支援、健康管理支援、協力医療機関との連携を万全に行います　

（７）広報活動の充実

　１）法人のホームページを活用し事業・活動・組織・経営を公開します。

　２）法人のパンフレットを作成し地域に広報します。

　３）通信を発行し事業と活動を広報します。


	実施/利用者本人中心の個別支援計画作成に努めた

実施/法令遵守・人権尊重を励行した

実施/職員研修会を毎月開催した

実施/法令遵守・人権尊重のための研修会を開催して周知した

実施/公益通報制度を公開し周知した

実施/理事長が常勤して監督・指導し、職員の内部自主検査を実施した

実施/常勤の業務監査監事と会計監査監事により毎月監査した
実施/グループホームにも委員が出向き苦情相談に対処し機能を充実した
実施/個人情報は施錠保管した

実施/三者による点検を実施した

実施

実施

実施

実施

実施/10月に店舗として整備し「パン・マルシェ」を計画通り開設した

実施/フェイスシートを更新した

部分実施/利用者本人中心の個別支援計画を半期毎に作成したが就労移行支援は四半期毎作成が必要との指導を受けた
実施/毎日の会議とケース記録作成を行ったが記録内容は改善すべき余地がある

実施/法令・人権尊重・パーソナリティ障害について研修会を開催した

実施/県知障協・市知障協の研修、工賃向上プロジェクトに参加した

実施/2名が社会福祉士資格取得を目指して受講した

実施/生活保護受給・年金取得手続き支援を行った
未実施/責任者との打合せに止まり施設長会議等の月例開催は実施できなかった

実施/毎月職員会議を開催し年末に交流会を実施した

部分実施/パニック緩和支援に努めたが器物損壊・職員負傷が発生した

部分実施/36条協定・育児介護休業規定を更新したが人事考課制度見直しはできなかった

実施/交付金による一時金を支給した

実施/交通安全研修会を実施した

実施/グループホームも含めて毎月避難訓練を実施した
実施/室内消毒を徹底し非常食を確保した

実施/毎月専門業者による害虫駆除・点検と水質検査を開始した

実施/処方箋内容を職員で共有認識して服薬の支援をした

実施/ホームページ・ブログの更新をリアルタイムで実施し内容を充実させた

部分実施/見学者への配布に止まり地域広報はホームページで行った

未実施/ホームページによる広報を中心としペーパー通信は1回発行にとどまった


	平成22年度マルシェ事業計画

就労継続支援Ｂ型事業：定員30人

利用者数計画

平均利用者37.5人（定員30人の125％まで超過が認められている）の範囲内で就労支援サービスを提供する

平均通所率を85％と想定し、利用登録者45人（定員30人の150％まで超過が認められている）の範囲内で就労支援サービスを提供する

基本目標

工賃向上倍増5ヵ年計画に基づき工賃の10％アップをはかる

パン・焼き菓子の販売店舗を開設し工賃向上に結びつける（パン・マルシェ田尻店）

利用者の特性、多様性を尊重し、選択可能な作業品目を広げる（廃油石鹸、農作業、パソコン作業、陶芸製作等）

販路を広げ、公的機関からの受注を拡大する

Webサイトや県内施設との共同事業による販売促進を進める

職員配置

利用者：配置基準職員を6:1とし質の高い支援を提供する

社会福祉士等の資格取得を奨励し専門性を高める

個別支援計画

利用者本人中心の個別支援計画を策定し一人ひとりの希望と適性に応じてより具体性をもたせる（就労・生活・居住・移動・週末・余暇）

実習・面談・関係機関（学校・医療機関・相談センター）との連携により利用者の状態を適確に把握しアセスメントの職員の共有化をはかる

フェイスシート、ケース記録を充実する

年２回モニタリング（評価）会議を開催し個別支援計画の更新を行う

職業指導員・生活支援員と連携し、サービス管理責任者業務の基本を確立する

作業・品目計画

パン・クッキー・ジャム・カステラ・パウンドケーキ等の生産・販売、

インストアベーカリーでのパン・焼き菓子販売、レストランへのパン納品・職場販売・店舗納品・宅配ギフト企画・ホームページでの販売、催事出店等の販売手法の多様化

清掃・除草・剪定・リサイクル容器分別・青果パック・商品パック・カタログセット等の受託作業

青果・パック青果の販売、パン素材果樹等の栽培・加工

清掃・除草・給食食材青果の下拵え・給食配膳等の法人内受託作業

廃油石鹸・陶器製作・ウェス作り・パソコン作業

清掃作業等の施設外就労支援

就労能力向上支援

挨拶、マナー、服装、読み書き計算等の基本学習教室を行う

就業者の定着に向けたフォローを継続して行う

生活支援

食事・排泄・生理・更衣・衛生等の身辺自立支援を行う

服薬・通院・健診等の健康支援と医療機関との連携をはかる

対人適応・苦情・悩みの相談とサポートを行う

苦情・相談

福祉サービス相談委員会の苦情・相談と迅速な対応・情報公開を徹底し、年金・生活保護・成年後見制度活用の相談支援を行う

クラブ活動

スポーツ・音楽・工芸・園芸・陶芸・外出等のレクレーション・クラブ活動をすすめる

本人部会

本人部会活動の育成・支援をはかる

自主的企画の推進支援をはかる

安全管理

防災・避難・救急救命訓練を実施する

インフルエンザ・０-157・ノロウィルス感染防止対策を徹底する

作業中の事故・負傷防止策の徹底をはかる

食品製造の衛生管理・製造日付管理・異物混入防止を徹底する

マニュアルにより興奮・パニック・発作時の適切な対応を行う

交通事故防止・安全運転の徹底をはかる

感染症（鳥インフルエンザ等）発生緊急時の給食代行システム・少人数職員対応システム作りを行う

法令遵守

利用者による押印管理を規程を作り徹底する

設置・運営基準の周知と遵守をはかる

法人内部の連携

グループホーム・ケアホームのバックアップ施設として利用者支援、夜間緊急時支援を行う

グループホーム・ケアホームと利用者の状態に関する情報連携をはかる

保護者会との連携

保護者会との合同連絡会を定期的に開催する

保護者会との催事企画共催をすすめる

地域・外部との連携

協力医療機関・ハローワーク・相談支援事業所との連携をはかり、必要な場合は協力医療機関との間で訪問看護サービス契約を締結し医療的支援を行う

地域の機関に案内パンフレットを配布し、催事を案内して理解と連携をはかる

加入団体の研修・交流会に参加し、職員の他施設見学・交流をはかる


	実施/平均利用者32.5人（最高月34.0人）の利用となった
実施/平均利用登録者38人（最大利用登録者40人）で平均通所率85.5％となった

実施/販売店舗を開設した

実施/廃油石鹸、果樹栽培、陶芸、入浴剤製作など作業品目を拡大した

実施/販路を拡大したが公的機関からの受注は労働局関係の除草作業のみとなった

大分商工会議所青年部のわくわく館に焼き菓子の納品を開始した

実施/6:1配置基準を超過して職員を配置した
実施/2名が社会福祉士資格研修受講した

実施/目標がより具体的なものとなるよう改善した

実施/フェイスシートを更新し職員の共有化をはかった

部分実施/ケース記録の内容充実が必要課題

部分実施/モニタリング記録・会議記録の充実が必要課題

部分実施/サービス管理責任者の層を強化することが必要

実施/計画通りに実施した

実施

実施/計画通り実施した

実施/給食調理補助も時々実施した

実施/入浴剤開発を準備した

実施/大分大学生協食堂で実施した

実施/面接練習・採用試験練習も実施した

実施/ジョブコーチと連携し職場巡回訪問相談を行った

実施

実施

実施

実施

実施/今後は特技に応じた種目別クラブ結成が課題

実施/実行委員に参加した

部分実施/まだ職員の関与度合いが高い

実施

実施

実施

実施/工房床の水洗い励行が課題

実施/興奮・パニック軽減に努めたが1名の方の破損・他害行為が残った

実施/交通安全研修会を開催した
実施/室内消毒、手洗を励行し保存食を準備した

実施

実施/研修会で周知した

実施/職員の交代宿直、避難訓練の参加、利用者相談の連携を実施した

実施/毎日電話連絡、記録の授受により情報交換を実施した

実施/四半期毎に開催した

実施/年2回マルシェ祭りを実施した

実施/ハローワークと連携し就労実現、ジョブコーチ派遣をすすめた

部分実施/民生委員会・包括支援センターに催事を案内したがパンフレットは未発行
実施/県知障協・市知障協等の研修会に参加


	就労移行支援事業

就労移行支援事業：定員10人

利用者数計画

3ヵ月平均利用者12.5人（定員10人の125％まで超過が認められている）の範囲内で就労支援サービスを提供する

平均通所率を90％と想定し、利用登録者15人（定員30人の150％まで超過が認められている）の範囲内で就労支援サービスを提供する

基本目標

一般就労への移行を支援する

就労支援事業収益を増やし工賃向上をはかる

企業実習、施設外就労訓練を行う

一般就労することが確定した利用者の就労継続・定着を支援する

企業見学、面接練習、ソーシャルスキルトレーニング、他施設見学、自力通所・公共交通機関利用等の社会学習教室を行う

職員配置

職員配置基準職員3人以上の職員を配置する

社会福祉士等の資格取得を奨励し支援する

個別支援計画

利用者本人中心の個別支援計画を策定し一人ひとりの希望と適性に応じてより具体性をもたせる（就労・生活・居住・移動・週末・余暇）

実習・面談・関係機関（学校・医療機関・相談センター）との連携により利用者の状態を適確に把握しアセスメントの職員の共有化をはかる

フェイスシート・ケース記録を充実する

年２回モニタリング（評価）会議を開催し個別支援計画の更新を行う

就労支援員、職業指導員・生活支援員と連携し、サービス管理責任者業務の基本を確立する

作業・品目計画

パン・クッキー・ジャム・カステラ・パウンドケーキ等の生産・販売

清掃・除草・剪定・青果パック等の受託作業

清掃作業等の施設外就労支援

レストランへのパン納品、職場販売、店舗納品、宅配ギフト企画、ホームページでの販売、催事出店

就労能力向上支援

挨拶、マナー、服装、読み書き計算等の基本学習教室を行う

企業見学、面接練習、ソーシャルスキルトレーニング、他施設見学、自力通所・公共交通機関利用等の社会学習教室を行う

就業支援センターの職業適性判定を活用する

生活支援

金銭管理の自立支援を行う

服薬・通院・健診等の健康支援と医療機関との連携をはかる

対人適応・苦情・悩みの相談とサポートを行う

苦情・相談

福祉サービス相談委員会の苦情・相談と迅速な対応・情報公開

クラブ活動

スポーツ・音楽・工芸・園芸・陶芸・外出等のレクレーション・クラブ活動をすすめる

本人部会

本人部会活動の育成・支援をはかる

自主的企画の推進支援をはかる

安全管理

防災・避難・救急救命訓練を実施する

インフルエンザ・０-157・ノロウィルス感染防止対策を徹底する

作業中の事故・負傷防止策の徹底をはかる

食品製造の衛生管理・製造日付管理・異物混入防止を徹底する

興奮・パニック・発作時の適切な対応を行う

交通事故防止・安全運転の徹底をはかる

感染症（鳥インフルエンザ等）発生緊急時の給食代行システム・少人数職員対応システム作りを行う

法令遵守

利用者による押印管理を徹底する

設置・運営基準の周知と遵守をはかる

法人内部の連携

グループホーム・ケアホームのバックアップ施設として利用者支援、夜間緊急時支援を行う

グループホーム・ケアホームと利用者の状態に関する情報連携をはかる

保護者会との連携

保護者会との合同連絡会を定期的に開催する

保護者会との催事企画共催をすすめる

地域・外部との連携

協力医療機関・ハローワーク・相談支援事業所との連携をはかり、必要な場合は協力医療機関との間で訪問看護サービス契約を締結し医療的支援を行う

地域の機関に案内パンフレットを配布し、催事を案内して理解と連携をはかる

加入団体の研修・交流会に参加し、職員の他施設見学・交流をはかる


	実施/平均利用者10.4人（最高月11.4人）の利用となった

実施/平均利用登録者11.2人（最大利用登録者12人）で平均通所率92.9％となった

実施/マルシェ合計で6人の就労を実現した

実施

実施/企業実習により雇用に結びついた

実施/ジョブコーチと連携して定期的な職場巡回相談を実施

実施/ハローワーク障害者面接会、県・市の嘱託職員採用試験、大分障害者職業センター判定を活用し就労を支援
実施/配置基準を超過して職員を配置した

実施/2名が社会福祉士資格取得に向けて受講した

実施/目標を具体的に定めるように努めた

実施/フェイスシートを更新し職員の共有化をはかった

実施/ケース記録の内容充実が課題

部分実施/年4回モニタリング・計画見直しが必要なところ年2回の実施となっていたため改善した

部分実施/サービス管理責任者の層を強化することが必要

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施/あんしんサポートセンターの支援を媒介した

実施

実施

実施

実施/今後は特技に応じた種目別クラブ結成が課題

実施/実行委員会に参加した

部分実施/職員が主導する場合もあった

実施

実施

実施

実施/害虫駆除、水質検査、防菌マットなど衛生環境を強化した
実施

実施/交通安全研修会を開催した

実施/室内消毒、手洗を励行し保存食を準備した

実施
実施/研修会で周知した

実施/職員の交代宿直、避難訓練の参加、利用者相談の連携を実施した

実施/毎日電話連絡、記録の授受により情報交換を実施した

実施/四半期毎に開催した

実施/年2回マルシェ祭りを実施した

実施/ハローワークと連携し就労実現、ジョブコーチ派遣をすすめた

部分実施/民生委員会・包括支援センターに催事を案内したがパンフレットは未発行

実施/県知障協・市知障協等の研修会に参加



	平成22年度グループホーム・ケアホームグランディール寒田事業計画（計画変更）

グループホーム（共同生活援助事業：定員7人）

利用者数計画

空室（2人）の利用をはかり7人とする

基本目標

自主性・プライバシーが尊重される楽しい生活の場＝自分の家とする

世話人とともに調理、清掃などに参加し生活の自立をはかる

日中は就労・福祉就労に参加し、自立能力を高めて地域での生活への移行を目指す

職員配置

世話人を４：１で配置する

個別支援計画

利用者本人中心の個別支援計画を策定し一人ひとりの希望と適性に応じてより具体性をもたせる（就労・生活・居住・移動・週末・余暇）

実習・面談・関係機関（学校・医療機関・相談センター）との連携により利用者の状態を適確に把握しアセスメントの職員の共有化をはかる

フェイスシート・ケース記録を充実する

年２回モニタリング（評価）会議を開催し個別支援計画の更新を行う

世話人・生活支援員と連携し、サービス管理責任者業務の基本を確立する

サービス管理責任者の業務時間を拡充する

生活支援

金銭管理の自立支援を行う

睡眠・食生活・服薬・通院・健診等の健康支援と医療機関との連携をはかる

対人適応・苦情・悩みの相談とサポートを行う

集団生活、地域での生活に必要なマナー・ルールを身に付ける支援を行う

趣味活動・余暇活動を支援する

必要に応じて外出支援を行う

苦情・相談

福祉サービス相談委員会の苦情・相談と迅速な対応・情報公開を行う

定期的に利用者の声を聞く場を設ける

安全管理

防災・避難・救急救命訓練・職員緊急連絡訓練を実施する

インフルエンザ・０-157・ノロウィルス感染防止対策を徹底する

火災防止策の徹底をはかる

警備会社と契約してセキュリティシステムを活用する

食事の衛生管理を徹底する

マニュアルにより興奮・パニック・発作時の適切な対応を行う

詐欺等の犯罪被害者にならないよう消費生活の支援をはかる

感染症（鳥インフルエンザ等）発生緊急時の給食代行システム・少人数職員対応システム作りを行う

（追加計画）

スプリンクラー・消防署自動火災通報装置を設置する

法令遵守

利用者による押印、預り金管理を徹底する

設置・運営基準の周知と遵守をはかる

法人内部の連携

マルシェと利用者の状態に関する情報連携をはかる

マルシェと連携して夜間緊急時対応を適切に行う

保護者会との連携

保護者との情報連絡を確実に行う

地域・外部との連携

協力医療機関との連携をはかり、必要な場合は協力医療機関との間で訪問看護サービス契約を締結し医療的支援を行う

地域の機関に案内パンフレットを配布し、理解と連携をはかる

加入団体の研修・交流会に参加し、職員の他施設見学・交流をはかる

日中活動施設、就労企業との連携をはかる

緊急時共同対応ネットワークと連携し事故発生時の迅速な避難をはかる

居宅介護事業所と連携をはかり通院介助、移動支援サービスを必要性に応じて媒介する

ケアホーム（共同生活介護事業：定員7人）

利用者数計画

7人とする

基本目標

自主性・プライバシーが尊重される楽しい生活の場＝自分の家とする

世話人とともに調理、清掃などに参加し生活の自立をはかる

身辺自立を支援し調理、清掃、入浴、衛生、衣服等の必要なサポートを行う

日中は就労・福祉就労に参加し、自立能力を高める

職員配置

世話人を４：１で配置する

生活支援員を障害程度区分に応じて配置する

夜間支援員を配置する

個別支援計画

利用者本人中心の個別支援計画を策定し一人ひとりの希望と適性に応じてより具体性をもたせる（就労・生活・居住・移動・週末・余暇）

実習・面談・関係機関（学校・医療機関・相談センター）との連携により利用者の状態を適確に把握しアセスメントの職員の共有化をはかる

フェイスシート・ケース記録を充実する

年２回モニタリング（評価）会議を開催し個別支援計画の更新を行う

世話人・生活支援員と連携し、サービス管理責任者業務の基本を確立する

生活支援

金銭管理の支援を行う

睡眠・食生活・服薬・通院・健診等の健康支援と医療機関との連携をはかる

対人適応・苦情・悩みの相談とサポートを行う

集団生活、地域での生活に必要なマナー・ルールを身に付ける支援を行う

趣味活動・余暇活動を支援する

必要に応じて外出支援を行う

苦情・相談

福祉サービス相談委員会の苦情・相談と迅速な対応・情報公開を行う

定期的に利用者の声を聞く場を設ける

安全管理

防災・避難・救急救命訓練・職員緊急連絡訓練を実施する

インフルエンザ・０-157・ノロウィルス感染防止対策を徹底する

火災防止策の徹底をはかる

警備会社と契約してセキュリティシステムを活用する

食事の衛生管理を徹底する

興奮・パニック・発作時の適切な対応を行う

詐欺等の犯罪被害者にならないよう消費生活の支援をはかる

感染症（鳥インフルエンザ等）発生緊急時の給食代行システム・少人数職員対応システム作りを行う

（追加計画）

スプリンクラー・消防署自動火災通報装置を設置する

法令遵守

利用者による押印、預り金管理を徹底する

設置・運営基準の周知と遵守をはかる

法人内部の連携

マルシェと利用者の状態に関する情報連携をはかる

マルシェと連携して夜間緊急時対応を適切に行う

保護者会との連携

保護者との情報連絡を確実に行う

地域・外部との連携

協力医療機関との連携をはかり、必要な場合は協力医療機関との間で訪問看護サービス契約を締結し医療的支援を行う

地域の機関に案内パンフレットを配布し、理解と連携をはかる

加入団体の研修・交流会に参加し、職員の他施設見学・交流をはかる

日中活動施設、就労企業との連携をはかる

緊急時共同対応ネットワークと連携し事故発生時の迅速な避難をはかる

居宅介護事業所と連携をはかり通院介助、移動支援サービスを必要性に応じて媒介する


	実施/6人の利用となった（4月から7人）

実施/利用者間でプライバシー尊重のマナー定着が必要

実施/当番制で清掃、配膳、片付け、食器洗浄を行った
実施/一般就労3人、福祉就労3人

実施

実施/目標を具体的に定めるよう努めた

実施/マルシェ、ジョブコーチとの連携をはかった

実施/フェイスシートを更新したがケース記録内容の充実が必要

実施

部分実施/サービス管理責任者の層を強化することが必要

実施

実施/利用者の委託を受けて金銭管理を実施

実施/服薬管理の支援、服薬情報のマルシェへの情報提供を実施した

実施/できるだけ就寝前に済むよう協力を求めることが必要

実施

実施/他事業所のヘルパーも利用

実施/散歩、通院、買物に同行支援

実施/グループホームに相談委員が出向いて相談にのるようにした

実施

実施/毎月避難訓練を実施した

実施/室内消毒、手洗励行、タオルの非共有化を徹底した

実施/オール電化でガス、石油ストーブを使用しないことを徹底

実施

実施/定期的害虫駆除を開始し冷蔵庫・冷凍庫の温度管理を徹底した
実施/不穏時の暴発行動がなくなった

実施

実施/保存食を準備した

実施/市補助金を得て設置した

実施

実施/研修会で周知した

実施/職員の交代宿直、避難訓練の参加、利用者相談の連携を実施した

実施/毎日電話連絡、記録の授受により情報交換を実施した

実施
実施/訪問看護サービス契約は締結していない

実施/民生委員会に配布し理解を深めた

実施/県知障協・市知障協等の研修会に参加

実施/マルシェ・ジョブコーチと連携をはかった

実施

実施

実施/利用者は7人となっている

実施/利用者間でプライバシー尊重のマナー定着が必要

実施/当番制で清掃、配膳、片付け、食器洗浄を行った

実施
実施/一般就労1名、福祉就労6名

実施

実施

実施

実施/目標を具体的に定めるよう努めた

実施/マルシェ、ジョブコーチとの連携をはかった

実施/フェイスシートを更新したがケース記録内容の充実が必要

実施

部分実施/サービス管理責任者の層を強化することが必要

実施/利用者の委託を受けて金銭管理を実施

実施/服薬管理の支援、服薬情報のマルシェへの情報提供を実施した

実施

実施

実施/他事業所のヘルパーも利用

実施/散歩、通院、買物に同行支援

実施/グループホームに相談委員が出向いて相談にのるようにした

実施

実施/毎月避難訓練を実施した

実施/室内消毒、手洗励行、タオルの非共有化を徹底した

実施/オール電化でガス、石油ストーブを使用しないことを徹底

実施

実施/定期的害虫駆除を開始し冷蔵庫・冷凍庫の温度管理を徹底した

実施/不穏時の暴発行動がなくなった

実施

実施/保存食を準備した

実施/市補助金を得て設置した

実施

実施/研修会で周知した

実施/職員の交代宿直、避難訓練の参加、利用者相談の連携を実施した

実施/毎日電話連絡、記録の授受により情報交換を実施した

実施

実施/訪問看護サービス契約は締結していない

実施/民生委員会に配布し理解を深めた
実施/県知障協・市知障協等の研修会に参加

実施/マルシェ・ジョブコーチと連携をはかった

実施

実施


	平成22年度フレンドぱずる事業計画
地域生活支援事業　障害児等タイムケア事業(定員10人)
利用者

大分市に居住する特別支援学校・特別支援学級の生徒の放課後及び就労継続支援Ｂ型利用者の日中活動時間後の預りを対象とし、平均利用者数12人の範囲内とする
毎日利用されない利用者がおられることから平均利用者数12人以内の範囲で運営することが出来るよう利用登録者数を15人以内とする
療育手帳（Ａ・Ｂ）の交付を受けている利用者を対象とする

基本目標
学校の放課後及び就労継続支援Ｂ型の日中活動後に利用者を預かり家族の就労を支援する
安全確保に留意し楽しく元気に放課後をすごせるようにする

心身の発達を支援する

平日午後3時から6時までサービスを提供する（学校の事情により時間の変更がある）

必要な利用者には送迎を行う(無料)

職員配置

常勤指導員1人、非常勤指導員1人以上を配置する

個別支援計画

一人ひとりの適性・希望に応じて個別支援計画を策定する（生活・健康・学習）

面談・関係機関（学校・医療機関・日中通所施設）との連携により利用者の状態を適確に把握しアセスメントの職員の共有化をはかる

フェシスシート・日報記録を充実する

年２回モニタリング（評価）会議を開催し個別支援計画の更新を行う

苦情・相談

福祉サービス相談委員会の苦情・相談と迅速な対応・情報公開

安全管理

防災・避難・救急救命訓練を実施する

インフルエンザ・０-157・ノロウィルス感染防止対策を徹底する

火災防止策・交通事故防止策の徹底をはかる

おやつの衛生管理を徹底する

興奮・パニック・外への飛び出し、異食、発作時の適切な対応を行う

法令遵守

利用者による押印を徹底する

設置・運営基準の周知と遵守をはかる

保護者会との連携

保護者との情報連絡を確実に行う

地域・外部との連携

緊急時等に備えて医療機関、消防、警察、行政等との連携を密に行う

地域の機関に案内パンフレットを配布し、理解と連携をはかる


	実施/平均利用者6.0人（最高月7.4人）の利用

実施/平均利用登録者10.7人（最高月11人）の登録

実施

実施/生徒9人、Ｂ型2人

実施

実施
実施

実施

実施

実施

実施

実施

未実施

未実施

未実施

実施/トイレ、手洗等の消毒をこまめに実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

未実施

未実施

	
	

	平成22年度障害児長期休暇生活サポート事業計画

利用者
大分市に居住する特別支援学校・特別支援学級の生徒の夏休みの日中活動として定員10人・1人当り5日間の1単位を市の委託を受けて実施する

基本目標
学校の長期休暇期間に利用者を預かる
安全確保に留意し楽しく元気にすごせるようにする

心身の発達を支援する

平日午後9時から5時までサービスを提供する

送迎は行わない

場所は公民館・プール等の室外、タイムケアを実施していない期間のタイムケア事業所において支援を行う

昼食は弁当持参又は実費負担による購入によるものとする

職員配置

利用者数及び利用者の状態に応じて指導員を配置する

ボランティアの参加を促進する

個別支援計画

一人ひとりの特性に応じて個別支援計画を策定する（生活・健康・学習）

面談・関係機関（学校・医療機関）との連携により利用者の状態を適確に把握しアセスメントの職員の共有化をはかる

ケース記録を充実する

安全管理

防災・避難・救急救命訓練を実施する

０-157・ノロウィルス感染防止対策を徹底する

火災防止策・交通事故防止策の徹底をはかる

おやつ・食事の衛生管理を徹底する

興奮・パニック・外への飛び出し、異食、発作時の適切な対応を行う

傷害保険、ボランティア保険に加入する

法令遵守

利用者による押印を徹底する

設置・運営基準の周知と遵守をはかる

保護者会との連携

保護者との情報連絡を確実に行う

地域・外部との連携

緊急時等に備えて医療機関、消防、警察、行政等との連携を密に行う

地域の機関に案内パンフレットを配布し、理解と連携をはかる


	実施/1単位を実施した

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

未実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施/市報で案内


三、事業活動報告

（１）法令遵守の周知・徹底について
　　１）理事・監事による監督・点検を毎月実施しました。

　　　　１、理事長は常勤として毎週1回出勤し法人運営・事業運営の監督・点検を実施しました。

　　　　２、監事は業務監査、会計監査を分担し毎月1回監査を実施しました。

　　２）役職員研修会を毎月開催し法令遵守の周知・徹底をはかりました。

　　３）法令遵守管理規程に基づき法令遵守の周知をはかりました。

１、公益通報窓口を掲示し運営の透明化をはかりました。

　　４）自立支援費等の請求に当っては複数の経理職員と会計責任者による三重の点検を実施しました。
（２）利用者支援の充実について
　　１）22年度は6名の方の一般就労を実現しました。就労後もジョブコーチと連携しながら相談支援

　　　　を継続し職場定着を支援しました。

　　２）個別支援計画は本人中心の視点で総合的に策定するとともに、目標をより具体的なものに設定

するよう改めました。

　　３）フェイスシートを本人・ご家族の協力を得て一斉に更新し、よりきめ細かな情報把握を通して
　　　　利用者の個性、特性に応じた支援の共有化をはかりました。

　　４）利用者の支援内容・状態については
　　　　１、ケース記録（全員・毎日）

　　　　２、保護者への連絡帳（マルシェ・全員・毎日）

　　　　３、職員会議録・パート職員会議録（毎日）

　　　　４、マルシェとグランディール寒田間の情報伝達（毎日）

　　　　５、服薬内容変更情報の共有化（その都度）

　　　　を行い職員・保護者の中で共有化をはかって来ました。

　　　　　その中で送迎中の様子に関する情報共有化が不十分であったことから「送迎時特記事項報告

書」を新たに作成することにしました。ケース記録についてはさらに内容の詳細化が必要であ

り限られた時間内で効率的に記載する工夫と訓練が必要であると考えます。

　　５）利用者の支援体制については支援必要度の高い利用者（発達障害・精神障害）の方の割合が多

いことから最も高い職員配置基準人員以上の配置（加配）を行い、安全確保のために必要に応

じて１：１の支援を実施してきました。

　　６）支援の困難事例（他害行動・破壊行為・触法行為）については職員全体会議、理事会を開催し

　　　　行政及び関係専門機関との協議を行って対処し、事例研修会をもって理解と認識を深め統一し

　　　　てきました。
　　７）食材（青果・肉・魚・米・卵）をメーカー・産地との直送仕入れにより低価格に押さえ、給食

食材費利用者負担を108円に据え置きました。
（３）マルシェ（就労継続支援Ｂ型・就労移行支援―多機能型事業所）について
　　１）就労支援は一般就労、工賃向上ともに成果を得ることができました。

　　　　１、一般就労6名（累計7名）を実現

　　　　２、Ｂ型平均工賃　21年度10,400円から22年度11,415円に向上

　　　　　　就労収入（総売上げ）21年度年間11,015,996円から22年度年間13,442,628円に増加

　　　　　　工賃総額（Ｂ型）21年度年間4,711,000円から22年度年間5,194,000円に増加

　　２）22年10月31日にＢ型の販売出張所（田尻）を改装し店舗「パン・マルシェ」を開設しました。

　　３）作業品目に陶芸、果樹栽培、入浴剤（試作中）などを加え利用者の選択肢を増やしました。
　　４）大分県のアドバザー派遣事業（指導主体：中小企業診断士協会大分県支部）を活用し、パンの

　　　　製造技術・販売営業の指導を受け事業の改善をすすめました。

　　５）就労支援専門員研修終了資格を取得し就労移行支援に係る職員の専門性を高めました。

　　６）目標工賃達成指導員を配置し工賃向上に努めました。目標工賃達成指導員を含めて職員配置は
　　　　6:1以上の手厚い支援体制にしています。

　　７）施設外就労（大分大学生協等との受託契約）を積極的にすすめました。

　　８）法人のホームページで商品案内、事業案内、催事案内等を積極的に行い毎月1,000件のアクセ

　　　　スがありました。年度末で約9,000件のアクセスです。

　　９）販売先を増やし、「フランキー♪」「キャプテンキッズ」「わくわく館」「どんこの里」「八菜」
　　　　「けんちょうのパン屋さん」「Ｑ-su café」などで販売させていただいています。また学校、

　　　　職場、大分市・大分県関係施設、保育園、高齢者福祉施設、病院、調剤薬局、生活協同組合、

Ａコープ、障害福祉施設などでの納品・販売をさせていただいています。

　　10）福祉・介護職員処遇改善交付金を得て支援員・指導員に一時金を支給しました。公平を期すた

　　　　めサービス管理責任者、事務職員にも独自に一時金を支給しました。

　　11）夏・冬にマルシェ祭りを開催し利用者・保護者・職員・地域住民・民生児童委員の交流を深め

ました。

（４）グランディール寒田（共同生活援助・共同生活介護―一体型事業所）について

　　１）男女に応じた利用者の支援を充実するために男女の常勤職員（生活支援員・世話人）を配置し

　　　　ました。

　　２）消防法の改正に伴い消防署への自動火災通報装置、スプリンクラー装置を整備しました。自動火災通報装置は寄付金で整備し、スプリンクラー装置は費用の3/4を大分市の補助金交付により整備しました。
　　３）監査意見を踏まえて避難訓練を毎月実施に改善しました。

　　４）マルシェ及び一般就労先との連携により日中活動・就労と居住生活の一体的な支援に努めました。
　　５）当番制により掃除、片付け、配膳等を利用者が主体的に参加し自立に向けて日常生活能力の向上をはかりました。

　　６）生活支援員が外出（散歩、運動、買物、レクレーション）、通院の支援を積極的に行いました。

　　７）希望される（必要とされる）利用者の金銭管理支援、服薬管理支援を行いました。

　　８）監査意見を踏まえて地区自治会に加入し、校区・地区民生委員さんとの連携をはかりました。

　　９）ホームページで空室を案内し利用をすすめました。平成23年4月現在で定員14名満室となりました。

　　10) 福祉・介護職員処遇改善交付金を得て支援員・指導員に一時金を支給しました。公平を期すた

　　　　めサービス管理責任者、管理者にも独自に一時金を支給しました。

（５）フレンドぱずる（障害児等タイムケア事業）について

　　１）利用基本計画（個別支援計画）に基づき利用者の特性に応じた放課後支援を行いました。

　　２）室内だけでなくグランド等での運動、スポーツにも取組み体力作りにも努めました。
　　３）交通安全を確保するため専用の送迎車両を購入しました。

　　４）保護者とのコミュニケーションを毎日の送り迎え時に細かく実施しました。

　　５）職員が発達障がい者支援専門員養成研修（中級）を終了し支援の専門性を高めました。次年度は上級研修を受講します。

　　６）賃貸施設が老朽化し建替えが23年度に予定されていることから代替施設の検討を行い、23年5月を目処に旦野原ハイツ内で移転する準備をしました。
（６）監査意見について

　　　監査意見（平成22年5月19日）について下記の通り対処しました。

	21年度監査意見
	22年度の対処

	①職員資質向上のため、職員研修について、年間計画を立てて実施すること。
	予め年度当初に年間研修会日程を定めて実施しました。

	②就業規則について以下の点を整備すること。

· 労働基準法第36条に定める時間外労働又は休日労働に関する労使間協定を締結し、労働基準監督署に届け出ること。
· 年休取得が出来にくい環境にあるため、年休取得の単位（半日から1時間単位いする）の検討を行うこと。
	監査意見の通り就業規則を改定しました。
· 労働基準法第36条に定める時間外労働又は休日労働に関する労使間協定を締結し、労働基準監督署に届け出ました。

· 年休取得の単位を1時間単位に改定しました。

	③個別支援計画の作成、見直しについては、サービス管理責任者の責任を明確にするため、様式にサービス管理責任者名等を入れること。
	個別支援計画様式を改定し、サービス管理責任者名及び施設長（管理者）名を入れました。

	④グランディール寒田に利用者の苦情を受け付ける相談箱を設置すること。
	グランディール寒田に利用者の苦情を受け付ける相談箱を設置しました。

	⑤グランディール寒田においては、避難訓練等が定期的に実施されていないので、毎月避難訓練（夜間想定を含む）を実施すること。
	グランディール寒田において毎月避難訓練（夜間想定を含む）を実施しました。

	⑥グランディール寒田においては、地域との交流が大切であり、積極的に地域との交流を図ること。
	グランディール寒田において地区自治会に加入し、校区・地区民生児童委員さんに施設を紹介し

連携できるようにしました。地区消防団への職員参加も申し入れましたが定員一杯とのことで現時点では参加できませんでした。


（７）運営について
　　１）全事業所の全体職員会議を毎月開催することにしました。

　　２）各事業所に人権擁護・虐待防止責任者を任命しました。

　　３）保護者会との連絡会を四半期に1度開催し、施設からの報告、意見交換を行いました。

　　４）大分県の実地指導、大分市の指導監査で指摘された事項については指摘通りに対処しました。

　　　　別紙（１）（２）をご参照ください。

（８）利用者の苦情について

　　　別紙をご参照ください。


別紙（１）
大分県福祉保健部監査指導室

　主幹　越智　勲　様

平成22年10月27日

社会福祉法人ラポール

理事長　中山　敬三

大分県実地指導における口頭指摘事項に関するご報告

拝啓

秋冷の候、時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

平成22年9月14日の実地指導において貴職より口頭でご指摘を賜りました件について取り急ぎ報告をお届け致します。

指摘事項（１）人権擁護･虐待防止の責任者の明確化（事務分掌・辞令交付）が必要。

　＜対処結果＞　

人権擁護･虐待防止責任者について、マルシェは三好幸一（副施設長・職業指導員）、グランディール
寒田は飯田智高（管理者）を任命致しました。別紙辞令及び業務分担表の写しを添付致します。

指摘事項（２）重要事項説明書に説明者の記名･押印が為されていない（理事長の記名・押印のみになっている）ので記名･押印が必要。

＜対処結果＞

　今後は記載欄を設けて説明者の記名・押印を行うことに致します。

指摘事項（３）利用契約書の契約期間の始期が記載されていないので記載することが必要。

＜対処結果＞

　契約開始の日を契約書に追加記載致しました。

指摘事項（４）訓練等給付費の額の表示が必要（現行は利用料請求書兼領収書に額ではなく単位で表示されている）。

＜対処結果＞

　当日の説明に漏れがありました。別紙の通り訓練等給付費の総額を記載した書面を交付しておりまし
た。利用料請求書兼領収書にも「1単位は10円です」と記載いたします。別紙「給付費受領のお知ら
せ」「利用料請求書（兼領収書）」の写しを添付致します。

指摘事項（５）重要事項説明書概要をＡ３に要約して掲示することが必要。

　　　　　　●営業日･時間

　　　　　　●利用料及び費用

　　　　　　●勤務体制

　　　　　　●苦情処理の概要

　　　　　　●事業区域

＜対処結果＞

　マルシェ、グランディール寒田ともに別紙の重要事項説明書概要を掲示致しました。

指摘事項（６）給食保存食は－２０℃、2週間保存することが必要なため冷凍庫に温度計を設置することが必要。

＜対処結果＞

　冷凍庫の温度が－１４℃であったため、－２０℃保管が可能な冷凍庫を購入･設置し、温度計を設置
しました。別紙写真を添付致します。

指摘事項（７）個別支援計画書には担当者名しか記載･押印されていないためサービス管理責任者の記名･押印及び管理者決済欄を設けることが必要。

＜対処結果＞

　個別支援計画書の書式を変更し次回作成からサービス管理責任者の記名･押印及び管理者決済欄を設
けることに致しました。別紙「個別支援計画書」を添付致します。

指摘事項（８）個別支援計画作成後に行う定期的モニタリングの結果の記録がないため記録が必要。

＜対処結果＞

　書式を作りモニタリングの結果を個別支援計画書の中に記録･記載することに致しました。別紙「個
別支援計画書」を添付致します。

指摘事項（９）就労移行支援の個別支援計画の見直しは（半年ではなく）３ヶ月に一度行うことが必要。

＜対処結果＞

　就労移行支援の個別支援計画の見直しは３ヶ月に一度行うことに致しました。

指摘事項（10）雇用契約書･採用通知書・資格証明書のファイル綴じ込み漏れがあるため完備することが必要。

＜対処結果＞

　雇用契約書･採用通知書・資格証明書のファイル綴じ込みを完備致しました。

指摘事項（11）有期契約職員は契約更新が必要。

＜対処結果＞

　平成22年4月1日に遡って有期契約職員は契約更新を行いました。今後は毎年度ごとに更新致しま
す。

　

指摘事項（12)トイレのタオルは共有される可能性があるため撤去することが必要。

＜対処結果＞

　新しく入所されたご利用者への周知が徹底していませんでしたので改めて全員に周知し、タオルは速
やかに撤去致しました。

指摘事項（13)建物賃貸契約書の部屋数が多大になっているため見直すことが必要。またヘルパーステーションに係る契約は解除することが必要。

＜対処結果＞

　建物賃貸契約書は８ＬＤＫが２通ありますが、各々居室７部屋と宿直室又は事務室を含むものでした
ので訂正していません。ヘルパーステーションに係る契約は８ＬＤＫの契約に含まれる内訳としての
契約書で本来１室とすべきところを２室と誤記していました。ヘルパーステーションに係る契約は破
棄を確認しました。別紙「住宅賃貸契約書の破棄確認書」を添付致します。

指摘事項（14）電気･水道料について総額を利用者数で按分して利用料を請求しているが首東社会福祉士事務所分が総額に含まれているため、首東社会福祉士事務所の負担区分額を明確にすることが必要。

＜対処結果＞

首東社会福祉士事務所の使用量を勘案して負担区分を明確にし、利用者の負担に影響しないように致
しました。別紙「グランディール寒田の電気水道料金負担区分に関する覚書」の写しを添付致します。

指摘事項（15)個別支援計画書が利用者に交付されていないので交付することが必要。

＜対処結果＞

　速やかに個別支援計画書を利用者に交付致しました。

指摘事項（16)利用者からの預かり金のうち領収書を得られない分について職員が聞き取って記載しているが、利用者本人が記載するか、それが困難な場合職員が聞き取って記載したものに利用者に確認・押印してもらうことが必要。

＜対処結果＞

　速やかにご指摘通り、利用者からの預かり金のうち領収書を得られない分について職員が聞き取って
記載しているが、利用者本人が記載するか、それが困難な場合職員が聞き取って記載したものに利用
者に確認・押印していただくことに致しました。

指摘事項（17)グランディ-ル寒田１階調理室の間仕切り扉は撤去することが必要。

＜対処結果＞　　

　施行業者に指示し間仕切り扉を撤去致しました。別紙写真を添付致します。
別紙（２）
大分市指導監査課御中

平成23年3月7日

社会福祉法人ラポール

理事長　中山　敬三

平成22年度指導監査の結果（口頭指導）について（ご報告）

　日頃からのご指導に厚く御礼申し上げます。

　「平成22年度指導監査の結果について（通知）（指監第250号）」で通知いただきました「口頭指導事項（文書による処理結果報告は不要）」について、平成23年2月18日開催の理事会で下記の通り処理結果をご報告することを決定しましたのでご報告致します。

記

１．　理事会書面出席による承認事項について

ー定款第９条第6項による書面での出席において意思表示する場合に、理事会に付議される事項が承認・不
承認の意思表示では不十分な場合は、付議事項に対する意思及び附帯意見を記載してもらうことー

⇒23年2月18日理事会の書面出席用紙から別紙の通りご指摘通りにしています。

２．　理事長専決事項について

ー定款第9条第1項及び理事長専決規程第8条に基づき、理事長が専決した事項については、直近の理事
会において速やかに報告することー

⇒23年2月18日の理事会から別紙の通り議案として立てて報告しています。

３．　役員の変更登記について

ー組合等登記令第3条第1項に基づき、組合等登記令第2条に掲げる事項に変更が生じたときは「2週間以
内」に必ず変更の登記を行うことー

⇒前回の変更登記が2週間以上経過していましたので今後は期限内にきちんと手続きをすることとしま
す。

４．　予算計上について

ー平成22年度の施設利用者が増えるため、送迎用の車を購入していたが、固定資産取得費（車両運搬具）
の予算計上がなされていないまま購入していたので、今後は予算計上を行った上で購入することー

⇒今後はご指摘通りに予算計上を行うこととします。

５．　契約事務について

ー随意契約に伴う添付書類に漏れが見られたので、今後は社援施第7号通知「社会福祉法人における入札
契約等の取り扱いについて」及び経理規定等に基づき、万全を期すことー

⇒100万円を越える物品の購入にあたっては契約書、検査調書の作成を今後はきちんと行うこととしま
す。該当物権はトヨタの中古車（トヨタＷＩＳＨ 108万円 1台です。購入先の大分トヨペットに契約書締結を要
請したのですが納品書しか出さないことになっていると言われ契約書を作成してもらえなかったという
経緯があります。今後は通知・規程を遵守します。

６．　閲覧用決算書類について

ー定款及び社会福祉法第44条に規定された閲覧用決算書類のうち、監事の監査報告及び監事の意見を記
載した書面の添付が漏れていたので、他の書類とともに添付し、閲覧に供することー

⇒ホームページで決算書類を公開していますが早速監事の監査報告及び監事の意見を記載した書面を
ホームページに追加して閲覧に供しています。

以上、ご報告致します。今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げます。
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